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2F

鉄
が
つ
く
る
こ
れ
か
ら
の
建
物

建
物
に
は
木
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
構
造
が
あ
る
。
そ
の
中
で
工
期
が
短
く
、

大
き
な
空
間
が
つ
く
れ
、
将
来
の
用
途
変
更
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
鉄
骨
造
が
、
物
流
倉
庫
や
工
場
、
事
務
所

な
ど
の
業
務
施
設
だ
け
で
な
く
、
学
校
や
住
宅
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
建
物
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

教
育
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
防
災
の

機
能
を
複
合
化

大
分
県
大
分
市
の
碩せ

き
で
ん田

中
学
校
区
で
、
公

立
小
中
一
貫
教
育
校
の
開
校
に
向
け
、
鉄
骨

造
の
新
校
舎
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
る
。
こ

れ
ま
で
碩
田
中
学
校
区
で
は
、
中
学
校
教
師

に
よ
る
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
や
、
夏
休
み

に
中
学
生
が
小
学
生
の
勉
強
を
手
伝
う
学
習

支
援
な
ど
、
教
師
や
児
童
生
徒
が
1
中
学
校

と
3
小
学
校
を
行
き
来
す
る
連
携
型
の
小
中

一
貫
教
育
が
行
わ
れ
て
き
た
。
一
方
3
小
学

校
の
校
舎
は
、
い
ず
れ
も
築
50
年
前
後
で
老

朽
化
が
進
み
、
校
舎
機
能
に
課
題
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
3
小
学
校
の
統
合
を
機
に
、
施
設
一

体
型
の
小
中
一
貫
教
育
校
を
新
設
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。「
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
考
え
て

学
ぶ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
日
常
的

な
異
学
年
交
流
学
習
、
放
課
後
の
児
童
育
成

ク
ラ
ブ
を
見
守
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

連
携
な
ど
を
実
践
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
」（
大
分
市
・
生
野
宏
樹
主
任
）。

新
設
校
は
教
育
の
場
だ
け
で
な
く
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
促
進
し
、
さ
ら
に

は
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
期
待
さ
れ
て

い
る
。
碩
田
中
学
校
区
は
海
抜
2
〜
3
メ
ー

ト
ル
の
臨
海
部
に
位
置
し
、
大
小
河
川
が
流

大分市碩
せきでん

田中学校区施設一体型
小中一貫教育校（大分県大分市）

構造規模 ： 鉄骨造（一部鉄筋コンクリート造）
  校舎 6階建て、アリーナ3階建て
  48クラス・特別支援学級6クラスの
  約 1,100人の児童生徒が学ぶ予定
敷地面積 ： 37,299m2

延床面積 ：23,583m2

着　　工 ： 2015年 8月
竣　　工 ： 2017年 2月予定

児童生徒の発達段階に配慮し、大小のアリーナを設置

活気に満ちた学びの空間が広がる鉄骨造校舎

校舎と地域コミュニティ、防災の機能を集約し、
複合施設が整備される

鉄
が
つ
く
る
こ
れ
か
ら
の
建
物
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異なる学年同士が給食を楽しむランチルーム

れ
、
地
域
住
民
は
地
震
や
津
波
、
洪
水
と
い
っ

た
自
然
災
害
に
不
安
を
抱
い
て
い
た
。
南
海

ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
最
大
で
高

さ
4
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る

も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。「
防
災
対
策
と
し

て
緊
急
用
物
資
の
備
蓄
倉
庫
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
海
抜
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
3
階

以
上
の
教
室
や
廊
下
、
屋
上
な
ど
に
児
童
生

徒
と
地
域
住
民
が
避
難
で
き
る
広
い
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
て
い
ま
す
」（
大
分
市
・
太
田
将

弘
主
任
）。「
校
舎
建
設
は
こ
れ
ま
で
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
実
績
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
新
設
校
は
鉄
骨
造
と
し
ま
し
た
。

鉄
骨
造
で
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
同
程

度
の
耐
震
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
津
波
避

難
ビ
ル
に
指
定
で
き
る
こ
と
、
上
部
躯
体
軽

量
化
に
よ
り
杭
打
本
数
を
軽
減
で
き
る
こ
と
、

そ
し
て
2
0
1
7
年
4
月
開
校
に
間
に
合
う

短
工
期
が
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
」（
大
分
市
・

川
野
裕
二
参
事
補
）。
こ
う
し
て
新
設
校
で
は
、

小
中
一
貫
校
と
し
て
日
本
有
数
の
規
模
を
誇
る

校
舎
が
計
画
さ
れ
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
は
現
場
で
鉄
筋
を

組
み
、
型
枠
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
ん

で
1
階
ず
つ
躯
体
を
つ
く
る
た
め
、
人
手
不

足
や
天
候
の
影
響
を
受
け
る
。
一
方
、
鉄
骨

造
は
あ
ら
か
じ
め
鉄
骨
を
工
場
で
加
工
し
、

工
事
現
場
に
持
ち
込
ん
で
組
み
立
て
る
た
め
、

現
場
で
の
煩
雑
な
作
業
が
少
な
く
、
工
期
を

縮
減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
地
震

に
対
し
て
、
靭
性
に
優
れ
た
鉄
が
自
ら
変
形

す
る
こ
と
で
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
、

建
物
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、
鉄
骨
造
は
耐
震

安
全
性
に
優
れ
て
い
る
。

設
計
を
担
当
し
た
綜そ

う

企
画
設
計
の
古
元
俊

治
執
行
役
員
は「
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教

育
校
は
大
分
市
初
の
試
み
で
あ
り
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
学
校

の
器
づ
く
り
を
提
案
し
ま
し
た
」と
語
る
。
鉄

骨
造
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る
大
空
間
を
活
か

し
、学
年
を
超
え
た
学
習
や
交
流
の
場
と
し
て
、

明
る
く
開
放
感
あ
ふ
れ
る
ア
ト
リ
ウ
ム
や
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
、
図
書
室
を
設
計
し
た
。「
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
比
べ
て
柱
の
本
数
を
少
な
く
、

な
お
か
つ
断
面
積
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
、

梁
の
高
さ
も
小
さ
く
で
き
る
こ
と
で
天
井
高

が
大
き
く
取
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
空
間

を
実
現
し
て
い
ま
す
。
柱
や
梁
の
構
造
体
と

外
壁
が
分
離
し
て
い
る
た
め
、
津
波
が
押
し

寄
せ
て
き
て
も
、
構
造
体
は
破
壊
さ
れ
ず
受

け
流
す
減
災
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
大
有

設
計
・
小
野
慎
弥
部
長
）。

碩
田
中
学
校
区
と
同
じ
よ
う
に
義
務
教
育

の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
、
公
立
の
小
中
一

貫
教
育
校
の
設
置
が
全
国
で
始
ま
っ
て
い
る
。

「
公
立
学
校
と
い
う
公
共
施
設
に
求
め
ら
れ

る
機
能
と
考
慮
す
べ
き
課
題
に
対
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
鉄
の
技
術
力
で
応
え
て
い
き
ま
す
」

（
新
日
鉄
住
金
・
鈴
木
至
主
査
）。

普通教室4室分の図書室にコンピュータ教室を併設した
メデイアルーム

学年を超えた学習や交流の場となる吹き抜けアトリウム
の（仮称）階段教室（ネーミングはのちに児童生徒から公
募される予定）

左から大分市土木建築部建築課文教施設担当班・川野 裕二 参事補、
大分市教育委員会学校施設課・生野 宏樹 主任、太田 将弘 主任

左から（株）綜
そう

企画設計福岡支店設計部・市川 博隆 氏、（株）大有設計構造設計部・小野 慎弥 部長、
（株）綜企画設計西日本支社統括福岡支店長・古元 俊治 執行役員、同福岡支店設計部・渋田 幸弘 担当部長、
山邊 健太郎 チームリーダー

左から
新日鉄住金（株）九州支店大分営業所・鉄見 浩次 所長、
同大阪支社建材開発技術室・鈴木 至 主査

学 ぶ   広く明るい希望あふれる教育環境
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倉庫エリア

倉庫エリア

中央車路

事務所エリア

上りランプウェイ下りランプウェイ

日
本
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を

進
化
さ
せ
る

店
頭
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
商
品
を

注
文
す
る
と
、
以
前
は
届
け
ら
れ
る
ま
で
2

〜
5
日
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
た
が
、
今
で
は

地
域
に
よ
っ
て
即
日
配
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
消
費
地
に
近
い
場
所
に
最
新
鋭
の
大
型

物
流
施
設
が
つ
く
ら
れ
、
商
品
を
迅
速
に
届

け
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。

「
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど
が
乗
り
入
れ
で
き

て
天
井
高
の
あ
る
大
き
な
空
間
が
あ
り
、
従

業
員
が
快
適
に
働
け
る
先
進
的
な
物
流
施
設

は
、
ま
だ
全
体
の
3
％
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

e
コ
マ
ー
ス
の
拡
大
や
物
流
拠
点
の
集
約
・

効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
先
進
的
な
物
流
施
設

の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、

快適なラウンジの設置で労働環境を向上

大型トラックが直接乗り入れ、フォークリフトが往来し、
1.5t/m2の大荷重に耐え得る大空間を実現

鉄骨造で高機能な物流を実現した三井不動産ロジスティクスパーク堺

和歌山製鉄所堺地区周辺に
植栽した「郷

ふるさと

土の森」を保存

三井不動産ロジスティクスパーク堺
（大阪府堺市）

構造規模 ： 鉄骨造5階建て
敷地面積 ：57,792.82m2

延床面積 ： 133,286.67m2

着　　工 ： 2013年 8月
竣　　工 ： 2014年 9月

効率的な物流を実現する配置設計



15 季刊 新日鉄住金　Vol.12

日
本
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
化

さ
せ
、よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
に
貢
献
す
る
た
め
、

こ
う
し
た
先
進
的
な
物
流
施
設
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」（
三
井
不
動
産
・
寺
島

道
人
部
長
）

M
F
L
P
堺（
三
井
不
動
産
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
パ
ー
ク
堺
）は
、
阪
神
高
速
4
号
湾
岸
線
三

宝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
隣
接
し
、
都
心
部

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
、
関
西
圏
の
広
域
配

送
に
適
し
た
立
地
に
あ
る
。「
各
階
倉
庫
で
は

海
外
輸
送
用
の
40
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
を
け

ん
引
し
た
全
長
16
・
5
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ー
ラ
ー

が
乗
り
入
れ
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
頻
繁
に

走
行
し
ま
す
。
さ
ら
に
よ
り
多
く
の
荷
物
を

保
管
す
る
た
め
、
床
は
1
平
方
メ
ー
ト
ル
あ

た
り
1
・
5
ト
ン
の
荷
重
に
耐
え
得
る
構
造

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
大
変

大
き
な
重
量
を
支
え
る
構
造
の
骨
格
と
し
て

鉄
骨
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
」（
三

井
不
動
産
・
寺
島
部
長
）。

設
計
・
施
工
は
全
国
の
物
流
施
設
の
建
設

で
多
く
の
実
績
を
持
つ
新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
が
担
当
し
た
。
熊
井
直
シ
ニ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は「
今
回
の
建
築
主
で
あ
る
三
井
不

動
産
の
物
流
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
品
格
と
落

ち
着
き
の
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し
、

他
社
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
の
ベ
ス
ト
ア

ン
サ
ー
を
提
供
し
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

ま
ず
効
率
的
な
物
流
施
設
の
実
現
で
は
、

大
空
間
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

例
え
ば
有
効
高
さ
5
・
5
メ
ー
ト
ル
以
上
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
3
段
積
み
パ
レ
ッ
ト
に

対
応
し
、
高
さ
を
活
か
し
た
立
体
的
な
荷

物
の
保
管
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
で
自
在
に
荷
さ
ば
き
が
で
き
る
よ
う

に
、
施
設
内
に
お
け
る
柱
と
柱
の
間
隔
を
10

メ
ー
ト
ル
以
上
確
保
し
て
作
業
効
率
を
高
め

た
。
倉
庫
内
は
内
装
を
施
さ
ず
、
構
造
体
が

そ
の
ま
ま
露
出
し
て
い
る
た
め
、
鉄
骨
そ
の

も
の
や
施
工
の
結
果
が
そ
の
ま
ま
現
れ
る
が
、

大
量
の
荷
物
を
載
せ
た
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
や

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
行
き
交
う
使
用
環
境
に

耐
え
得
る
品
質
を
維
持
し
て
い
る
。
地
震
発

生
時
に
は
短
期
間
で
物
流
機
能
を
再
開
で
き

る
よ
う
に
免
震
構
造
を
採
用
し
て
、
人
・
建

物
へ
の
影
響
や
荷
崩
れ
を
最
小
化
す
る
な
ど

災
害
被
害
を
軽
減
化
し
て
い
る
。

地
球
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、
柱
や

梁
に
高
強
度
鋼
を
採
用
す
る
こ
と
で
使
用
す

る
鋼
材
重
量
を
削
減
し
、
鉄
を
つ
く
る
工
程

で
C
O
2

排
出
量
3
4
5
0
ト
ン
を
削
減
し

た
。
ま
た
M
F
L
P
堺
の
敷
地
を
新
日
鉄
住

金
か
ら
購
入
し
た
際
、
1
9
7
0
年
代
か
ら

製
鉄
所
周
辺
に
植
栽
し
た「
郷ふ

る
さ
と土

の
森
」を
保

存
し
、
未
来
に
つ
な
げ
た
。
こ
の
ほ
か
建
設

残
土
排
出
ゼ
ロ
、
工
事
車
両
台
数
の
削
減
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
。
C
A
S
B
E
E（
※
）最
高

ラ
ン
ク
の
S
認
証
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、

堺
市
か
ら
は
第
3
回
C
A
S
B
E
E
堺
建
築

環
境
賞
を
受
賞
し
た
。

M
F
L
P
堺
は
新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
新
日
鉄
住
金
グ
ル
ー

プ
の
技
術
力
を
結
集
し
、
13
・
5
カ
月
と
い

う
短
工
期
を
実
現
し
た
。
新
日
鉄
住
金
の
窪

田
伸
上
席
主
幹
は「
高
強
度
鋼
材
の
供
給
だ
け

で
な
く
、
高
強
度
鋼
材
を
活
用
し
た
設
計
・

施
工
の
合
理
化
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
工
期
短

縮
に
つ
な
が
る
工
法
を
提
案
し
、
こ
れ
か
ら

も
最
先
端
の
高
機
能
な
物
流
施
設
の
建
設
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

新日鉄住金エンジニアリング（株）
西日本支社建築設計・工事室
熊井 直 シニアマネジャー

新日鉄住金（株）建材事業部
建材開発技術部・建築建材技術室 
窪田 伸 上席主幹

三井不動産（株） ロジスティクス本部
ロジスティクス事業部
寺島 道人 部長

新日鉄住金グループの技術力を結集

1.設 計・施 工 ：新日鉄住金エンジニアリング（株）
2.基　 礎　 杭 ：ＳＣ杭（外殻鋼管）（新日鉄住金（株））
3.基  礎  躯  体 ：高炉セメントＢ種（日鉄住金高炉セメント（株））
4.免震デバイス ：免震NSU型ダンパー®
    （新日鉄住金エンジニアリング（株））
5.　　 柱　　　 ：高降伏点冷間プレス成形角形鋼管Uコラム
   W－BCHT®400 （日鉄住金コラム（株））
　　　 梁 ：高降伏点外法一定H形鋼NSYP®345
    （新日鉄住金（株））
6.外  壁  下  地 ：スーパーダイマ®（新日鉄住金（株））
7.外　 装　 材 ：耐火イソバンドPro（日鉄住金鋼板（株））
8.バルコニー床 ：日鉄住金ファインフロア
   （（株）ニッケンビルド）

1

3

257

68

4

※ CASBEE（Comprehensive Assessment System for Built Environment Efficiency）：建築環境の性能を総合的に評価するシステム。

働 く   保管・作業効率の高い大型物流施設
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2 号棟

4号棟

5号棟

3号棟

集会施設

車両出入口
集会施設駐車場

集会施設駐車場

中庭

い
ち
早
く
震
災
復
興
に
貢
献

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
岩
手
県
釜
石
市
で
、
復
興
公
営
住

宅
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。「
市
で
は
自
宅

を
失
っ
た
市
民
が
一
日
で
も
早
く
住
宅
を
再

建
で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
続
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
早
期
の
住
宅
整
備
が
望

ま
れ
な
が
ら
も
、
山
に
囲
ま
れ
平
地
が
少
な

い
上
に
沿
岸
部
は
か
さ
上
げ
工
事
が
必
要
で
、

建
設
用
地
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」

（
釜
石
市
・
三
浦
康
男
室
長
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
新
日
鉄
住
金
と
新

日
鉄
興
和
不
動
産
は
、
上
中
島
町
に
新
日
鉄

住
金
が
保
有
し
て
い
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
既

存
ア
パ
ー
ト
敷
地
の
活
用
を
提
案
し
た
。
上

中
島
町
は
内
陸
部
で
、
東
日
本
大
震
災
の
津

波
被
害
を
受
け
て
お
ら
ず
、
生
活
利
便
施

設
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ
ア
だ
。「
震
災
直

釜石市上中島町復興公営住宅（岩手県釜石市）

第Ⅰ期
構造規模 ： 薄板軽量形鋼造（NS スーパーフレーム ®工法）
  3 階建て（54戸）
敷地面積 ： 3,745.51m2
延床面積 ： 3,507.51m2
着　　工 ： 2012年 10 月
竣　　工 ： 2013年 3月
第Ⅱ期
構造規模 ： 鉄骨造8階建て（79戸）、鉄骨造5階建て（38戸）、
  薄板軽量形鋼造（NSスーパーフレーム ®工法）
  3 階建て（18戸・21戸）
敷地面積 ： 8,209.03m2
延床面積 ： 13,187.96m2
着　　工 ：2014年 3月
竣　　工 ： 2015年 2月

釜石市上中島町復興公営住宅（第Ⅱ期）鉄骨造8階建て

釜石市上中島町復興公営住宅（第Ⅱ期）鉄骨造5階建て

釜石市上中島町復興公営住宅（第Ⅰ期）
薄板軽量形鋼造（NS スーパーフレーム®工法）3階建て

各棟を結ぶデッキや中庭など居住
者のコミュニティを醸成する工夫
が凝らされている

©沖裕之（Blue Hours）
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後
か
ら
市
に
対
し
て
土
地
活
用
案
か
ら
防
災

対
策
、
整
備
手
法
、
技
術
提
案
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
全
般
に
わ
た
る
提
案
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て『
民
設
市
買
取
型

ス
キ
ー
ム
』に
よ
る
復
興
住
宅
整
備
事
業
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
」（
新
日
鉄
興
和
不
動
産
・

鈴
木
誠
治
所
長
）。
民
設
市
買
取
型
ス
キ
ー

ム
と
は
、
民
間
企
業
が
所
有
す
る
土
地
と
建

設
し
た
建
物
を
行
政
が
買
い
取
る
官
民
連
携

の
事
業
手
法
の
一
つ
。
建
設
用
地
の
確
保
を

解
決
す
る
と
と
も
に
、
企
画
・
設
計
か
ら
工

事
監
理
ま
で
建
設
工
程
を
民
間
企
業
が
担
い
、

行
政
の
業
務
負
担
の
軽
減
に
貢
献
し
た
。

よ
り
早
く
、
よ
り
良
い
住
宅
を
整
備
す

る
た
め
、
上
中
島
町
復
興
公
営
住
宅
の
建
設

は
2
段
階
に
分
け
て
進
め
ら
れ
た
。
第
Ⅰ
期

は
2
0
1
2
年
10
月
の
着
工
か
ら
わ
ず
か

5
カ
月
後
の
13
年
3
月
に
竣
工
。
N
S
ス
ー

パ
ー
フ
レ
ー
ム
®

工
法
を
用
い
た
薄
板
軽
量

形
鋼
造
の
採
用
で
、
木
造
を
除
く
新
築
集

合
住
宅
で
は
被
災
地
沿
岸
部
3
県
初
と
な

る
復
興
住
宅
の
整
備
を
果
た
し
た
。
N
S

ス
ー
パ
ー
フ
レ
ー
ム
工
法
と
は
、
薄
板
軽
量

形
鋼
と
構
造
面
材
を
使
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
な
パ
ネ
ル
で
構
成
す
る
工
法
で
、
耐
震
性

に
優
れ
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に

比
べ
て
、
構
造
躯
体
が
軽
く
、
基
礎
を
簡

易
化
で
き
る
た
め
、
低
コ
ス
ト
で
短
工
期
と

い
う
特
長
を
発
揮
し
た
。

第
Ⅱ
期
で
は
薄
板
軽
量
形
鋼
造
の
ほ
か
鉄

骨
造
を
採
用
し
、
釜
石
市
で
最
大
規
模
と
な

る
住
宅
供
給
を
実
現
し
た
。
鉄
骨
造
に
は
竹

中
工
務
店
が
開
発
し
た
ア
ウ
タ
ー
フ
レ
ー
ム

C
F
H
®（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
充
填
H
形
鋼
）架

構
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
た
。
工
場
で
製
作

暮らす   安心・安全なより良い住まいを供給

し
た
鉄
骨
部
材
の
一
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

充
填
し
た
部
材
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
優

れ
た
耐
震
性
を
発
揮
し
、
中
高
層
住
宅
の
建

設
に
適
し
て
い
る
。
C
F
H
部
材
は
耐
火
被

覆
が
不
要
な
た
め
、
仕
上
げ
部
材
寸
法
を
低

減
で
き
、
デ
ザ
イ
ン
性
も
向
上
す
る
。
間
取

り
の
変
更
も
容
易
で
将
来
の
入
居
者
構
成
や

用
途
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
特
長
を

持
つ
。「
被
災
地
の
労
務
・
資
材
不
足
は
深

刻
で
、
発
注
工
事
の
入
札
不
調
な
ど
に
よ
り
、

工
事
完
了
時
期
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
木
造
や

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
だ
け
で
な
く
、
鉄
骨

造
な
ど
多
様
な
構
造
形
式
を
柔
軟
に
取
り

入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
効
果
的
な
住
宅

整
備
が
実
現
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

（
竹
中
工
務
店
・
鈴
木
修
作
業
所
長
）。

仮
設
住
宅
か
ら
上
中
島
町
復
興
公
営
住

宅
に
転
居
し
た
市
民
か
ら
は「
暮
ら
し
や
す

い
」と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
鉄

骨
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
比
べ
て
遮

音
性
が
低
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
高
層
ホ
テ
ル
は
鉄
骨
造
で
す
。
壁
や
床

の
仕
様
を
工
夫
す
る
こ
と
で
要
求
を
満
た
す

遮
音
性
能
が
得
る
こ
と
が
で
き
、
静
か
な
暮

ら
し
が
で
き
る
一
定
の
環
境
を
確
保
し
ま
し

た
」（
釜
石
市
・
大
川
和
彦
氏
）。

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
ク
リ
ア
し
、
生
活

環
境
を
高
め
た
上
中
島
町
復
興
公
営
住
宅
は
、

2
0
1
5
年
度
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
と
土

地
活
用
モ
デ
ル
大
賞
を
受
賞
し
、
高
い
評
価

を
受
け
た
。「
復
興
住
宅
の
早
期
完
成
に
貢

献
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
を
活
か
し
、
鉄
骨
造
住
宅
の

普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
」（
新
日
鉄
住
金
・

藤
井
武
所
長
）。

用途により分割が可能な大空間の集会施設 見守り機能を兼ね、隣戸とのコミュニケーションを促すコモンバルコニー 鉄骨架構を工夫することで、デッドスペース
を抑えた居住空間を実現

釜石市復興推進本部
復興住宅整備室
三浦 康男 室長

釜石市復興推進本部
復興住宅整備室（一級建築士）
大川 和彦 氏

（株）竹中工務店
東北支店
鈴木 修 作業所長

新日鉄興和不動産（株）
不動産開発企画部釜石事業所
鈴木 誠治 所長

新日鉄住金（株）
東北支店釜石営業所
藤井 武 所長

©沖裕之（Blue Hours） ©沖裕之（Blue Hours） ©沖裕之（Blue Hours）
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